
公庫と民間金融機関との意見交換会の概要
（令和６年１０月７日）

令和６年11月８日

内閣府・沖縄振興局

資料５



沖縄公庫と民間金融機関との意見交換会の概要

① 令和５年度の公庫と民間金融機関による協調融資は166件/280億円（令和４年度（206件
/387億円）に比べ、コロナ関連融資が減少（約４割減。））。

② 協調融資において、民間金融機関から感謝の言葉（大規模な設備投資での協調や資本性劣
後ローンを活用した協調）。

③ 公庫と民間金融機関の勉強会等が開催されているほか、公庫が実施する各種調査・情報が、
民間金融機関にとって参考となっている（公庫のシンクタンク機能）。
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〇 物価高騰対応
• 公庫では、これまで101件・46.7億円の関連融資を実施（契約ベース）。
• 民間金融機関からは、依然として原材料高騰を価格に転嫁できない事業者が多いとの声。

※ 公庫と民間金融機関の連携・協調を促進するため、今後も意見交換会を年１回程度開催。

〇 スタートアップ支援
• 公庫の新事業創出促進出資は累計83件/約36億円（H14～R6.3）。
• 民間金融機関では、信用保証協会の創業関連資金を活用。
• 一部金融機関では、県内独立系ベンチャーキャピタルに職員を派遣。

〇 人手不足対策
• 公庫では、令和６年度に従業員の処遇改善等に取り組む事業者への特例制度（沖縄人材活躍推進貸付
利率特例制度）を創設。

• 人手不足はどの業種でも顕著（特に、建設、ホテル、介護）。民間金融機関では、事業者と求職者のマッ
チングを促進。

〇 事業承継対応
• 公庫では、専担部署（事業者支援推進室）を設置し、事業承継マッチングサービス等を開始。
• 民間金融機関においては、原則、事業承継時の経営者保証は求めない方針。
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